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１５３

午前九時〇〇分開議

○議長（谷重幸君） おはようございます。

ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

日程第１ 認定第２号 平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） おはようございます。

認定第２号 平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説

明申し上げます。

平成３０年度国民健康保険特別会計の規模は、歳入総額１１億６５，０３１，１５３円、

歳出総額１１億４，８５２，７６３円で、歳入から歳出を引きました差引額は６０，１７

８，３９０円で、実質収支額でございます。

平成３０年度から国保事業の都道府県単位化に伴い、これまでの収入科目、支出科目が

大きく変動してございます。

１、２ページ、歳入の状況につきましては、歳入の予算額は１１億４３，１５０千円、

歳入額は１１億６５，０３１，１５３円で、予算に対する収入割合は１０１．９１％と

なっております。なお、調定額１２億１２，１３５，６６３円に対する収入割合は９６．

１１％でございます。

次に、３、４ページ、歳出の状況につきましては、歳出総額１１億４，８５２，７６３

円で、歳出予算額１１億４３，１５０千円に対して、９６．６５％の執行率でございます。

５ページ、６ページ、国民健康保険税の歳入額は１億７８，４４３，３５３円で、前年

度と比較いたしまして５５，８６０，６１８円の減少で、調定額２億２５，５４７，８６

３円に対する徴収率は７９．１２％でございます。内訳は、現年課税分９５．７７％、滞

納繰越分１３．８３％でございます。

なお、３０年度の不納欠損額として１１件、２９５，９００円を処分しております。ま

た、現年課税分、滞納繰越分の徴収率につきましては、平成３０年度特別会計の決算の概

要１ページの２の歳入の状況、（１）の国民健康保険税の欄に医療給付費分、後期高齢者

支援金分、介護納付金分に区分して記載していますのでご参照ください。

使用料及び手数料は９３，８４３円でございます。

７ページ、８ページ、県支出金は７億５７，３２４，６２３円でございます。保険給付

費等交付金及び財政対策補助金でございます。

財産収入は１２１，５９３円でございます。

繰入金は８４，８７２，７２７円で、前年度と比較して２０，３０８，１６７円の減少

でございます。
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９ページ、１０ページ、繰越金は１億４２，２８１，１５３円で、前年度と比較して３

１，８３６，２３５円の増加でございます。

諸収入は１，８９３，８６１円で、前年度と比較して１，４７２，１３３円の減少でご

ざいます。

次に、１３、１４ページ、総務費の歳出額は１２，５７７，３９３円で、職員１名分の

人件費、賦課徴収に係る費用、国保運営協議会費などが含まれています。

１５、１６ページ、保険給付費は７億４３，６６１，４８９円で、歳出に占める割合は

６７．３１％でございます。

１７、１８ページ、国民健康保険事業費納付金は２億５１，７３３，９８９円で、歳入

に占める割合は２２．７８％でございます。

１９、２０ページ、共同事業拠出金は９８円でございます。

保健事業費は１２，２９４，２１６円で、人間ドック健診委託料、特定健康診査に係る

費用等でございます。

基金積立金は７０，１２１，５９３円でございます。

なお、年度末基金残高は１億３５，８１８，０９３円でございます。

諸支出金は１４，４６３，９８５円で、前年度と比較して１３，３５５，９９２円の増

加でございます。要因といたしましては、過年度分療養給付費等負担金の償還金が増加し

たためでございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 重なっても悪いんで、二、三点質問します。

まず、健康保険税の計算というんですか、昔のことしか知らんので、とにかく１００％

で税総額を計算して、それを割って賦課しているのか。前の一組のときはそうじゃなかっ

たように説明も受けたので、それは以前と変わらず同じなのか。

それと、諸収入になるのかな、雑入、ここで第三者納付金とありますが、加害第三者行

為届を受け付けた者だけなのか、それともレセプト等を精査して、これはというようなも

のから調査をして、加害第三者行為ではないのかとか、そのあたりの調査はされているの

かどうか。

それともう一点は、この主要成果の７８ページの一番上、特定健康診査等、人数は１９

名ほどふえている割に、支出額がかなり３，５００千ほど、それ以前の１人当たりと比べ

ると何か計算が合わないような気がしますので、ふえたからどうというんじゃないですよ。

有効なそういうことをしているのであれば、何のあれもないんですけれども、なぜこうい

うふうになったのかというようなところをご説明願いたい。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 谷議員の１点目の国民健康保険税の計算についてお答えいた

します。
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今、谷議員は１００％で割っているのかという話でしたけれども、今回、平成３０年度

から県の単位化になりまして、県のほうから、納付金をうちから納めなければいけないん

で、それに対する標準保険料率というものが示されております。今回、平成３０年は、初

めて美浜町は４方式幾らで率を掛けたら、これだけの納付金を納められますよという率を

いただきましたんで、それにわずかに上乗せしてから今回税率を設定しております。

以上です。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） １０ページの第三者行為ということですけれども、交通事

故等により国保で治療を受けた場合に、その費用を加害者から賠償金として受け取るとい

うことになるんですけれども、受け付けさせていただいて、こういった形で収入があった

ものでございます。

申しわけございません。今ちょっと手元に資料がございません。後で調べまして報告さ

せていただきます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 税のほうですけれども、そうすると、やっぱりマスコミとかをにぎ

わしているように、やがてはやっぱり県単一というのが視野に入っているからそうなって

いるのかということと、今、加害第三者行為届の件は、届けがあった分だけで、節約じゃ

ないですけれども、その辺しっかり出を制するのであれば、レセプトを少しは点検すると

いうふうな方向には―レセプトは共同でやっているのかな―そんな方向を心がける気

はありませんか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 谷議員のご質問にお答えします。

一応、県のほうでは、令和９年度に県下統一を目指すというふうになっておりますので、

美浜町も令和９年には必ず統一できるように準備しております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） じゃ、今の第三者行為の求償については、さっきの事業の内容と一

緒にまた報告を後でしてください。

税務課長が一番最初答弁された、県からのこういう数字が来て、それにわずかのと、そ

れはどれぐらい、数字は言えるの。

それと、それで徴収率が９５ということは、もし５乗せたら、差し引き１０％マイナス

みたいなことになるのではないかと思ってお聞きしているんですが、その辺の数字の裁量

は、税務課で単独で考えているのか。今後どうするのかとか、少しだけ話せるところまで

でいいですけれども、お願いします。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 谷議員のご質問にお答えします。
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今標準保険料率というのを、美浜町では所得割が７．０何％、資産割が何十何点何％と、

そしてまた、均等割、平等割が円単位で出ております。それで、率にしても０．何％整数

そろえるとか、円単位を千円単位まで上げるとか、そういうふうな調整を行いました。と

いうのは、その単位、県から示された率そのままで掛けたら足りないことが起こりますよ

で、少し上乗せして掛けてくださいというような指導が来ておりましたので、うちはそれ

に合わせました。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ２ページのところの歳入のところで、国民健康保険税と調定額と

の差が非常に大きいかなと思ったりはするんですけれども、その辺のところをちょっとお

聞きしたいと思います。

それから、不納欠損額のところの処分理由というんですか、それをお聞きしたいと思い

ます。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 森本議員のご質問にお答えいたします。

調定額なんですけれども、現年課税分については、ほぼ１００％ぐらいの、調定掛けて

ほぼ９０何％とっているんですけれども、滞納繰越分につきましては、かなり調定額が大

きいんで、調定額と収入額とに差異が出ております。それと、すみません、ちょっと聞こ

えなかったんですけれども、不納欠損の。

○８番（森本敏弘君） 理由です。

○税務課長（谷輪亮文君） 不納欠損の理由ですけれども、生活保護受給と本人死亡、財

産なし。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 都道府県統一化、国保料なんですが、もともと和歌山県高いと。

一番ですか、それぐらいのことを言われていたと思うんですけれども、この統一化によっ

て美浜町の保険料どれぐらい下がると、どれぐらいの水準になるかというのを、もしわ

かったらお聞かせください。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 美浜町の税率が高いというんが平成２９年までの話なんです。

平成３０年度に税率改正しまして、今現在かなり県外でも真ん中よりずっと低いほうなん

です。ただ、これから当然人数は減ってくるんですけれども、医療費単価の増大、また高

額薬剤の使用とかで医療費が上がってくる可能性がございますので、少し税率がまだ上

がったところで水準になるんかなというふうには考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。
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○４番（北村龍二君） 国保料も下がるんじゃないですか、すみません、無知で。税だけ

下がるということで、国保料は下がらないですか。一緒か。

違うんです。基金を見させていただきますと、国民健康保険事業基金というのが１億３

５，０００千、僕６月も財調のことも言うたんですけれども、これをどうにか活用して保

険料というのは、安ならないものなんでしょうか。間違うていたら、すみません。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 北村議員のご質問にお答えします。

実は、平成３０年度で税率決めまして、３１年度の県からの標準保険料率、少しかなり

上がっているんです。ただ、そんなに毎年毎年上げていくこともできないんで、ことしの

３１年度予算で基金から４０，０００千円を繰り入れて税率を抑えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 基金って大体ずっとふえ続けているんですけれども、理想の基金

の金額というのはあるんですか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 基金の理想って、以前、健康推進課長のほうが何回かずっと

今まで答えたことあるんです。それが４０，０００千だったり、何％というふうな率を答

えたと思うんですけれども、税務課サイドとしましては、ことし４０，０００千繰り入れ

ましたということは、残り後３年間もし繰り入れ続けたら、枯渇してしまうというふうな

格好になると思うんです。だから、私のほうで、税務のほうでは、理想と言われたら、あ

ればあるほどええなというふうな答えしかできないんですけれども、ただ、今、まだ

ちょっと納付金の保険料がどうなるかわからない段階ですので、基金が今のところは少し

持っておきたいなというのが理想でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 基金なんですけれども、単位化になるまでは、厚生労働省

からの通知により、過去３年間の保険料の平均５％ということでなっておりましたが、単

位化になりまして、基金の保有額については国県からの通知がございませんので、今税務

課長が申したとおり、今後の保険料の抑制策として残しておきたいと考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） １ページの歳入のことでなんですけれども、この制度の変える前

のときの国から及び県から等の交付金の総額と、それから、今年度の新しい形になっての

県支出金との総額の、比べたらどんなものになるのかちょっとお聞きしたいなと思います。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 森本議員にお答えします。
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県交付金等の総額ということでございますけれども、かなり県単位化ということで科目

方法も変更しておりまして、どれくらいというのは、ちょっと申しわけございません、こ

ちらのほうで、そうした数値として把握はできておりません。すみません、申しわけない

です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） そしたら、また後ほど教えていただけたらと思うんですけれども、

国からの支出金及び療養関係のものとか、それから共同関係の交付金とか、前回の項目で

はあったかと思うんで、お聞きしたいなと思います。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 北村議員の質問に関連してですけれども、基金はそうやって置いて

おきたいと。令和９年をめどにでしたら、令和９年手前まで基金持っていたら、それもそ

れごと統合されるんですか。ちょっと気持ちがさもしいんで、それならそれまでにという

ふうな気もありますが、その辺はいかがなんですか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） まことに申しわけございません。そこまでちょっと存じてお

りません。また勉強しておきます。すみません。

○議長（谷重幸君） いいですか。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ３ページのところですけれども、歳出の共同事業拠出金というと

ころなんですが、共同事業の拠出するところというのは、どこに対してなのかと。また、

その９８円と支出済額はなっているんですけれども、これはどういうふうなものなのか。

この項目の必要性も含めてお聞きしたいと思います。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 退職者医療把握のために国保連合会に送付される年金受給

者の一覧表を作成するための費用でございまして、連合会のほうに支払いをしております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ６ページのこの滞納分、３つの区分ありますが、医療給付費分滞

納、それから後期高齢者支援金分滞納等ですけれども、この滞納分というのはいつごろか

らというか、そういうのの滞納というものなのか。それから単年度での滞納の見込みとい

うものがあるのでしょうか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 森本議員にお答えいたします。

滞納繰越分ですけれども、不納欠損等をしない限りは、かなり昔の分から残っておりま

す。

以上です。

もう一点、少し聞こえなかったんですけれども。
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○８番（森本敏弘君） 単年度での滞納の見込み。

○税務課長（谷輪亮文君） すみません、お待たせしました。平成３０年度分で７，６０

２，７００円です。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第２号 平成３０年度美浜町国民

健康保険特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。

日程第２ 認定第３号 平成３０年度美浜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 認定第３号 平成３０年度美浜町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。

平成３０年度農業集落排水事業特別会計の規模は、歳入総額６７，９９７，１７７円で、

前年度７３，３４１，３５９円と比較いたしまして５，３４４，１８２円の減額、率にい

たしまして７．２９％の減少でございます。

歳出総額は６７，９９７，１７７円で、前年度７３，３４１，３５９円と比較いたしま

して５，３４４，１８２円の減額、率にいたしまして７．２９％の減少でございます。差

引額はゼロ円となりますので、実質収支額もゼロ円でございます。

歳入の状況につきましては、１ページ、２ページで、歳入の予算額は７６，４２２千円、

収入済額は６７，９９７，１７７円で、予算に対する収入割合は８８．９８％でございま

す。調定額６８，５２２，０４６円に対する収入割合は９９．２３％でございます。

５ページ、６ページの分担金及び負担金の歳入額は３１８千円で、前年度と比較いたし

まして２，８６２千円の減額でございます。内訳は、和田処理区加入分担金３１８千円で

ございます。

使用料及び手数料の歳入額は４２，５６４，２２４円で、前年度と比較いたしまして５，

０９４，０８０円の減額でございます。調定額４３，０８９，０９３円に対する徴収率は

９８．７８％でございます。

繰入金の歳入額は２４，３０１，４４３円で、前年度と比較いたしまして１，８４４，
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０５６円の増額でございます。

諸収入の歳入額は７６６，４９４円で、預金利子７２円と建物火災共済保険７６６，４

２２円でございます。

建物火災共済保険は、台風による和田処理場と入山・上田井処理場の屋根修繕、入山・

上田井処理場の電気設備修繕の保険収入でございます。

７ページ、８ページの財産収入の歳入額は、農林漁業集落排水事業元利償還金助成交付

金を農業集落排水基金として積み立てた利子４７，０１６円で、前年度と比較いたしまし

て１，４３８円の増額でございます。

次に、歳出の状況につきましては、３ページ、４ページに戻っていただきまして、歳出

総額は６７，９９７，１７７円で、前年度と比較いたしまして５，３４４，１８２円の減

額、率にいたしまして７．２９％の減少でございます。歳出予算額７６，４２２千円に対

して、８８．９８％の執行率でございます。

９ページ、１０ページの総務費の歳出額は４３，６１２，６４５円で、和田処理区、入

山・上田井処理区の管理運営費等でございます。前年度と比較いたしまして２，４２０，

６６１円の減額でございます。

９ページから１２ページにかけての公債費の歳出額は２４，３３７，５１６円で、内訳

は、元金償還金２０，０２３，８６４円と利子償還金４，３１３，６５２円でございます。

前年度と比較いたしまして２，９２４，９５９円の減額でございます。

基金積立金の歳出額は４７，０１６円で、利子でございます。前年度と比較いたしまし

て１，４３８円の増額でございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） ２点だけ、単純な疑問です。

まず、６ページ、繰入金、当初予算と約１０，０００千ぐらい。なぜこれぐらいを見込

まれたのか。結局何か原因があったのかということと、もう一点は、１０ページ、役務費、

これも半額ぐらい差異が出ていますが、何か要因があったのか。それだけお願いします。

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。

繰入金の差異についてですけれども、２番目の質問とちょっと重なる部分もあるんです

けれども、役務費の中で汚泥処理料というものがあるんですけれども、これは料金統一の

ときにも、施設の維持管理費の削減で、メインは汚泥処理料の削減を目指していますとい

うことでご説明させていただいたんですけれども、これは処理の状況によって、どうして

も削減できる作業は、できる、できないという場合が出てきます。施設の状態とか流入の

水質とかによるとは思うんですけれども、昨年度につきましては、かなり、職員のほうが

頑張っていただいて４，０００千ほど削減できたというのと、施設の維持管理の委託の面

なんですけれども、管理委託とか水質の検査、管路清掃という部分について１，５００千
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ほど削減できたという部分がありまして、繰入金のほうが当初予算よりも減額というふう

になっています。

役務費の不用額の件については、先ほど申し上げたとおり汚泥の処理料が削減ができた

ということでございます。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） いいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第３号 平成３０年度美浜町農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。

日程第３ 認定第４号 平成３０年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 認定第４号 平成３０年度美浜町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。

平成３０年度公共下水道事業特別会計の規模は、歳入総額１億７３，６８５，１７４円、

前年度１億３２，９５２，７１１円と比較いたしまして４０，７３２，４６３円の増額、

率にいたしまして３０．６４％の増加で、主な要因は、受益者負担金返還による公共下水

道事業基金からの繰入金でございます。

歳入総額は１億７３，６８５，１７４円、前年度１億３２，９５２，７１１円と比較い

たしまして４０，７３２，４６３円の増額、率にいたしまして３０．６４％の増加で、主

な要因は、受益者負担金返還金でございます。差引額はゼロ円となりますので、実質収支

額もゼロ円でございます。

収入の状況につきましては、１ページ、２ページで、歳入の予算額は１億７７，２３６

千円、収入済額は１億７３，６８５，１７４円で、予算に対する収入割合は９８．００％

でございます。調定額１億７４，１０８，１６１円に対する割合は９９．７６％でござい

ます。

５ページ、６ページの分担金及び負担金の歳入額は７９５千円で、前年度と比較いたし

まして１，５９０千円の減額でございます。

使用料及び手数料の歳入額は４５，００８，４３４円で、前年度と比較いたしまして４，
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２６５，５３５円の減額でございます。調定額４５，４３１，４２１円に対する徴収率は

９９．０７％でございます。

繰入金の歳入額は１億２３，０８７，７４２円で、一般会計繰入金８０，６９２，７４

２円と基金繰入金４２，３９５千円でございます。前年度と比較いたしまして４２，０３

７，２７９円の増額でございます。

諸収入の歳入額は４，７８５，４５４円で、預金利子２０５円と建物火災共済保険４，

７８５，２４９円でございます。建物火災共済保険は、台風による松原浄化センターの屋

根修繕の保険収入でございます。

５ページから８ページにかけての財産収入の歳入額は８，５４４円で、前年度と比較い

たしまして８２，１６３円の減額でございます。

次に、歳出の状況につきましては、３ページ、４ページに戻っていただきまして、歳出

総額は１億７３，６８５，１７４円で、歳出予算額１億７７，２３６千円に対し、９８．

００％の執行率でございます。

９ページから１２ページにかけての総務費の歳出額は９６，１５７，５５０円で、前年

度と比較いたしましても３６，９３５，７８８円の増額でございます。増額の要因は、受

益者負担金返還金でございます。

１１ページ、１２ページの公債費の歳出額は７５，２９５，０８０円で、内訳は、元金

償還金５２，４１３，６６５円と利子償還金２２，８８１，４１５円でございます。前年

度と比較いたしまして１，７６７，３３８円の増額でございます。

基金積立金の歳出額は２，２３２，５４４円で、受益者負担金未返還金２，２２４千円

と預金利子８，５４４円でございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第４号 平成３０年度美浜町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。

日程第４ 認定第５号 平成３０年度美浜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

てを議題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。
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○総務政策課長（野田佳秀君） 認定第５号 平成３０年度美浜町介護保険特別会計歳入

歳出決算認定についてご説明申し上げます。

平成３０年度介護保険特別会計の規模は、歳入総額８億２６，８９８，８１２円で、前

年度８億１１，７００，５９４円と比較して１５，１９８，２１８円の増額、率にして１．

８７％増加しています。

歳出総額は７億８４，５９４，８８２円で、前年度７億８９，８２８，６４９円と比較

して５，２３３，７６７円の減額、率にして０．６６％減少しています。差引額４２，３

０３，９３０円は実質収支額となります。

１、２ページ、収入の状況につきましては、歳入の予算額は８億２３，９０９千円、収

入済額は８億２６，８９８，８１２円で、予算に対する収入割合は１００．３６％でござ

います。調定額８億２９，１８８，８７２円に対する割合は９９．７２％です。

５ページの保険料、介護保険料の歳入額は１億６２，５９９，６００円で、前年度と比

較して２，３０４，３１０円の増額となりました。主な要因は、介護保険料の改定による

ものです。調定額１億６４，８８９，６６０円に対する徴収率は９８．６１％です。

平成３０年度不納欠損額として６１件、５２９，１６０円を欠損処分しました。

使用料及び手数料の歳入額は７，９００円で、前年度と比較して１，４００円の減額で

ございます。

国庫支出金の歳入額は２億６，２６１，３１５円で、前年度と比較して１９，１２９，

９６４円の増額となりました。その内訳は、国庫負担金では介護給付費負担金１億３２，

５００千円、国庫補助金では調整交付金５２，６３５千円、介護保険事業費補助金８３０

千円、地域支援事業交付金の介護予防・日常生活支援総合事業分５，６４０千円、介護予

防・日常生活支援総合事業以外分は１３，０２０，３１５円で、平成３０年度から新たに

保険者機能強化推進交付金の１，６３６千円がございます。

支払基金交付金の歳入額は１億９８，４１２千円で、前年度と比較して６，５０７千円

の減額となりました。これは、介護給付費交付金及び地域支援事業支援交付金の合計でご

ざいます。

７ページの県支出金の歳入額は１億１５，３２３，５３２円で、前年度と比較して３，

２０４，３０２円の増額でございます。

財産収入の歳入額は３４，５３２円で、前年度と比較して１８，５２２円の増額でござ

います。

繰入金の歳入額は１億２１，９９６，４７９円で、前年度と比較して８，１７９，３４

９円の減額でございます。

９ページの繰越金の歳入額は２１，８７１，９４５円で、前年度と比較して４，８１７，

２２５円の増額でございます。

諸収入の歳入額は３９１，５０９円で、前年度と比較して３６１，６４４円の増額でご

ざいます。
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次に、歳出の状況について申し上げます。

３、４ページに戻っていただきまして、歳出総額は７億８４，５９４，８８２円で、前

年度と比較して５，２３３，７６７円、０．６６％の減額でございます。

歳出予算額８億２３，９０９千円に対し、９５．２３％の執行率でございます。

１１ページの総務費の歳出額は２８，８１４，２９３円で、前年度と比較して８，０５

５，６６６円の減額となりました。主な要因は、人件費に伴う減額、介護認定に伴う主治

医意見書作成料の減額によるものでございます。

保険給付費の歳出額は７億１２，７８４，２１６円で、前年度と比較して９，０２７，

７９１円の減額となりました。主な要因は、介護予防サービス給付費の総合事業への移行

による減少でございます。その内容は、介護サービス等諸費６億５２，１８６，０９８円、

その他諸費５８８，８３０円、高額介護サービス費１６，５４３，７６８円、高額医療合

算介護サービス等費２，４９１，８０７円、特定入所者介護サービス等費２５，７０８，

２２０円、介護予防サービス等費１５，２６５，４９３円でございます。

１５ページ下段の地域支援事業費の歳出額は２３，８３１，４３８円で、前年度と比較

して１０，８６９，６１１円の増額でございます。主な要因は、介護予防・生活支援サー

ビス事業費の増額によるものでございます。その内容は、包括的支援事業・任意事業費２，

５５１，９９９円、介護予防・生活支援サービス事業費１９，３３８，８８９円、一般介

護予防事業費１，８９９，１３５円、その他諸費４１，４１５円でございます。

１９ページの基金積立金の歳出額１０，９１２，５３２円で、前年度と比較して８９６，

５２２円の増額となりました。これは、３０年度で１０，８７８千円を積み立てたことに

よるものでございます。

次に、諸支出金の歳出額は８，２５２，４０３円で、前年度と比較して８３，５５７円

の増額となりました。内容は、前年度の精算分で、国、県、支払基金への償還金でござい

ます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） これは２点だけ。主要施策の８５ページと８７ページ、年間の申請

件数がそのまま認定結果とイコールになるような気がするんですが、それとも申請しても

今年度中に結果が出ないから、こんなそごがあるのかなとか思ったりするんですが、その

辺はなぜあるのか。

それと、その下の表、棒グラフです。２８、２９、３０とあらわしている。これを見る

と、３０年度は、より介護度が高いほうの傾向の認定者の方というのは、そういう方のほ

うがふえているということだと私ならとりますが、その辺はどのように解釈をされて、何

か対応をとるとか、やはり介護予防のほうの効果が出ていないのか、その辺、何かしら事

業について精査なりそういうことはされたのかをお聞きします。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。
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○福祉保険課長（中村幸嗣君） まず１点目の申請件数と認定結果の差異についてですが、

申請をした後、取り下げる場合があるんです。その件数の差異によるものです。

それと、２点目の表の比較についてなんですが、すみません、もう一度、ちょっと聞き

漏らしたんでお願いします。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） すみません、滑舌が悪く。この表から見ると、より介護度の高い認

定者の方が多くなっているように思います。全ての認定結果が要支援も入れまして３９５

名のうちの内容を、この下の棒グラフにあらわしているんだろうと思いますが、割合の変

化というんですか、今回は要介護５の方がふえてもいらっしゃいますし、その辺、こんな

ような状況が続いて、要支援１より２、また支援から介護へ、介護も介護２から介護４、

５へというふうな方のほうがふえていくような傾向に思われたので―私はですよ、その

辺は、そんな何か分析をしたり対応をしたりとか、その辺はされているのでしょうかとい

うことです。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 失礼しました。

今のご質問についてですが、特段介護度の高い方がふえているということは、単純にこ

の棒グラフを比較すればそう見えるかと思うんですが、まずは認定者の内容を見ますと、

まず年齢を重ねるとともに重度化していくというのがあるんで、そういった傾向があるの

がその一因かと思われます。

ただ、その年々によって、そういった認定度が変わっていくことはあり得ますので、大

きな要因ではないとは思いますが、年齢を重ねることで認定度の程度が重くなるというこ

とで、そういった方々の人口が、年齢層を見ますと高齢の方が厚くなっているということ

で、そういったことによるものかなというふうに見ております。

それと、全体的にこの数字を見ますと、人数がそうなんですけれども、金額的に見ます

と、給付費が、認定を受けている方が受けるサービスによるもので、そちらのほうもかな

り関連すると思うんですけれども、金額については前年よりも減少しているところもあり

ますので、特段、状態が悪いというふうには思っておりません。逆にいい傾向にあると見

ております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） わかりましたというか、ご説明のロジックはわかりましたけれども、

ただ、この認定結果からしましたら、平成２８年からすると１００名ぐらい減っています

よね。だから、当然給付総額は変わるんだろうと思います。ということは、認定者の中の

年齢層が、より本当に高くなったという、そういう理解だけでいいんでしょうか。今後ま

すます、２０２５年問題か、団塊世代の云々とか、これから悪い条件しか聞きませんので、

そんなようなことがあって、要介護が４００人のうちの１５％強ぐらいになっているので、
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ちょっと危惧した思いが皆さんにあるんではなかろうかと思ったものでお聞きした次第で

すが、いずれにしても、少しは年齢層的に分析されているということであれば、今後より

一層の注意はもちろん持って進まれるという理解でよろしいんですね。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 議員おっしゃるように、今、美浜町の介護保険事業の取

り組みについては、こういった重度化予防と、それに至らない介護予防事業についてを重

点的に実施しておるところですので、今現在そういった効果があらわれておる状況という

ことでご理解いただきたいと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 先ほどの保険給付費の使用の説明の中で、介護予防サービス等諸

費は総合事業への移行もあって大きな減少となったということなんですけれども、そこの

総合事業への移行というところのもう少し詳しい状況をお聞きしたい。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 具体的に言いますと、決算書の１５ページで介護予防

サービス等諸費の１番、介護予防サービス給付費というのがあるんですけれども、ここの

予算が１９ページの一番上のところ、款が地域支援事業なんですけれども、介護予防・生

活支援サービス事業費、こちらのほうへ、その対象となる方が移行しておるということで

の金額の変動でございます。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） １６ページの今の介護予防サービス等諸費のところで、不用額の

ところが、例えば地域密着型介護サービスで支出済額が２５２，２９７円、それから、そ

れに対して不用額が７４７，７０３円という形になっているんですけれども、その辺のと

ころの理由、１５ページ、７項の５目、介護予防福祉用具購入費のところについて、節の

金額４３７千円に対して１８０千程度残っているということになるんですけれども、その

辺のところの使われ方が少ない部分もあるかと思うんですけれども、どういうふうな理由

かなとお聞きしたいと思います。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） ここの不用額については、なかなかきっちりと予算の見

込み切れないところがあるんで、特別な大きな要因というのはございません。当初予算の

見込みのずれによる金額がこの２ついずれにも言えると思います。特に大きな要因等はご

ざいません。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ただ、今の介護予防サービス、予防サービスということなので、

できるだけ使われるような形で進めてもらったほうがいいかなと思うんですけれども、そ
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の辺のところの配慮はいかがでしょうか。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） それぞれの予算の執行については、今後も適正に行って

いきます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） １７ページの目８の生活支援体制整備事業費とあるんですけれど

も、額は少ないんですけれども、どういった内容の事業を想定しているのか。使われてい

ない状況がありますので、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） この生活支援体制整備事業費につきましては、簡単に言

えば、地域、近所のつながり、見守り合いを持ちながら高齢者の方を支援していくという

ふうな事業でございます。その体制づくりを、今既に例えばいきいき百歳体操とかサロン

とかで、そういった近所のつながりができております。そういったことも、この生活支援

体制整備づくりの一つと言えるんです。その体制づくりの予算として、ここも計上してい

るところで、令和元年度も同様で、この事業に対して、その体制づくりに努めていくとこ

ろです。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第５号 平成３０年度美浜町介護

保険特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。

しばらく休憩します。

再開は１０時２５分です。

午前十時一〇分休憩

―――・―――
午前十時二十五分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

日程第５ 認定第６号 平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
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についてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 認定第６号 平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。

平成３０年度後期高齢者医療特別会計の規模は、歳入総額２億１８，５４０，２１７円

で、前年度２億２，６６０，０９９円と比較して１５，８８０，１１８円の増額、率にし

て７．８４％の増加でございます。

歳出総額は２億１７，０６４，６１７円で、前年度２億９８７，６９９円と比較して１

６，０７６，９１８円の増額、率にして８．００％の増加でございます。差引額１，４７

５，６００円は実質収支額です。

１、２ページの歳入の状況につきましては、歳入の予算額２億１８，７２４千円、歳入

額は２億１８，５４０，２１７円で、予算に対する収入割合は９９．９２％でございます。

調定額に対する収入額の割合は１００％です。

３、４ページの歳出の状況につきましては、歳出総額は２億１７，０６４，６１７円で、

歳出予算額２億１８，７２４千円に対し、９９．２４％の執行率でございます。

５、６ページの後期高齢者医療保険料の歳入額は７１，５４１，４００円で、前年度と

比較して３，７８０，６００円の増額でございます。調定額に対する徴収率は１００％で

す。

分担金及び負担金の歳入額は８２９，６００円で、人間ドック健診に係るもので、前年

度と比較して４４，８００円の増額でございます。

使用料及び手数料の歳入額５，３００円は督促手数料です。

国庫支出金の歳入額は５４０千円で、保険料軽減特例の見直しに伴うシステム改修によ

る補助金でございます。

繰入金の歳入額は１億４３，９４７，３１３円で、前年度と比較して１１，１６７，５

２８円の増額でございます。その内訳としまして、事務費繰入金１６，４７８，９６９円、

保険基盤安定繰入金２９，００６，３４４円、療養給付費繰入金９８，４６２千円でござ

います。

７、８ページの繰越金の歳入額は１，６７２，４００円で、前年度と比較して４１９，

８００円の増額でございます。

諸収入の歳入額は４，２０４円で、前年度と比較して７３，５１０円の減額でございま

す。

次に、歳出についてでございますが、９、１０ページの総務費の歳出額は２億１３，３

０９，１１０円で、前年度と比較して１８，５９０，７３７円の増額でございます。増額

の主な要因は、後期高齢者医療広域連合納付金の増額によるものでございます。

諸支出金の歳出額は３，７５５，５０７円で、前年度と比較して２，５１３，８１９円

の減少でございます。原因は、過年度分療養給付費負担金償還金が減少したことによるも
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のでございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 以前、前中西議員がよく町の総合健診にも後期高齢者、参加でき

るよ、ということでお聞きしているんですが、現状その成果というのは出ているんでしょ

うか。また、どれぐらいの人数の方が行っておられるのかお聞きします。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 北村議員にお答えします。

３０年度から後期高齢者の方も受けられることになりまして、人数といたしまして男性

１１名、女性５名、計１６名でございます。

まだまだ受診されている方は少ない状況ですけれども、今後も広報啓発しながら、でき

るだけ来ていただくような形でご案内させていただきたいと思っております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 健診というたら、私らももうそういう年ですので、健診に行きた

い、大事だというように思います。もちろん百歳体操であったり、いきいきサロンであっ

たりというところで、元気やとか、それこそ先ほどちょっとどなたかおっしゃっていまし

たけれども、病院、よう行っているんでというということで、行けへんだろうとは思うん

ですが、何かまた新たなＰＲとか考えていただければなと思いますが、いかがでしょうか。

新たなＰＲ方法を。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） また新たなＰＲ方法ということですけれども、今現在、広

報等でもご案内をさせていただいていますので、また担当とも相談しまして、そういった

形で受診していただける方がふえるような形の案内を検討していきたいと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今さらこんなこと聞いて恥ずかしいかもわからんのですけれども、

５ページの繰入金、一般会計繰入金というのは、一般会計から繰入金という意味やな。今

度こっちの一般会計の繰入金の原資は丸々一般財源なのか。それは何とかとか、交付税措

置がされているんかとか、それここで聞いたらおかしいか。

もしわかるんであれば、１億何がしも繰り入れているとなるんであれば、ちゃんとした

原資があるんだったらなと思って。すみません、理解不足で申しわけないですけれども、

わからなかったら、また後からでも結構です。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 谷議員にお答えします。

事務費繰入金とその他一般会計繰入金につきましては、一般財源になるのですけれども、
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交付税措置等については、私のほうでちょっと、申しわけございません。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

後期高齢者医療の一般会計繰入金に対しての交付税措置についてですが、ちょっと私の

記憶では交付税措置されているという記憶がないんで、一度その辺調べてみたいと思いま

す。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第６号 平成３０年度美浜町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。

日程第６ 認定第７号 平成３０年度美浜町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

についてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） 認定第７号 平成３０年度美浜町水道事業会計剰余金の処

分及び決算の認定についてご説明申し上げます。

１ページ、２ページの収益的収入及び支出については、税込みの表示となってございま

す。

収益的収入については、水道事業収益決算額１億３７，８５１，４０９円、内訳は、営

業収益１億１６，８４５，４３２円、営業外収益２１，００５，９７７円で、予算に対す

る収入率は９６．８８％でございます。

収益的支出については、水道事業費用決算額１億２５，９６７，９５５円、内訳は、営

業費用１億１３，９１５，１３２円、営業外費用１２，０５２，８２３円で、予算に対す

る執行率は９６．３０％でございます。

次に、３ページ、４ページの資本的収入及び支出についても税込みの表示となってござ

います。

資本的収入については、決算額２７０千円、内訳は、分担金２７０千円で、予算に対す

る収入率は５０％でございます。

資本的支出については、決算額４６，２５７，１３９円、内訳は、建設改良費１８，２
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３９，０４０円、企業債償還金２８，０１８，０９９円で、予算に対する執行率は９９．

３９％でございます。

また、資本的収入が資本的支出に不足する額４５，９８７，１３９円については、当年

度分損益勘定留保資金４３，０００，１４６円、当年度消費税資本的収支調整額１，３３

１，０４０円及び建設改良積立金１，６５５，９５３円で補塡してございます。

次に、５ページ、６ページの損益計算書については、前年度決算と整合を図るため金額

は税抜き表示となってございます。

営業収益の合計は１億８，２２１，２５８円、営業費用の合計は１億１１，８５７，０

５６円となりますので、差し引きしますと３，６３５，７９８円の営業損失でございます。

営業外収益の合計は２１，００６，５１４円、営業外費用の合計は６，８２０，０４５円

となりますので、差し引きいたしますと、営業外利益は１４，１８６，４６９円となり、

営業外利益を営業損失に加算いたしますと、経常利益は１０，５５０，６７１円、特別利

益と特別損失はございませんので、当年度純利益は経常利益と同じでございます。当年度

純利益に前年度繰越利益剰余金とその他未処分利益剰余金変動額を加算いたしますと、当

年度未処分利益剰余金は３２，２４６，６３９円でございます。

次に、７ページ、８ページの剰余金計算書については、建設改良積立金当年度末残高は

３０，５７８，２７７円、減債積立金当年度末残高は８，０００千円で、積立金合計は３

８，５７８，２７７円でございます。

未処分利益剰余金については、前年度末残高は４１，９６７，２３４円で、資本金への

組み入れ２１，９２７，２１９円を処分し、当年度分未処分利益剰余金変動額１，６５５，

９５３円と当年度純利益１０，５５０，６７１円を加算いたしますと、当年度未処分利益

剰余金は３２，２４６，６３９円でございます。

剰余金処分計算書（案）については、当年度未処分利益剰余金３２，２４６，６３９円

のうち、資本金への組み入れ１，６５５，９５３円を処分し、翌年度繰越利益剰余金を３

０，５９０，６８６円にいたしたく提案するものでございます。

次に、９ページ、１０ページの貸借対照表については、これも前年度決算との整合を図

るため、金額は税抜き表示となってございます。

資産の部については、有形固定資産及び無形固定資産の固定資産合計は１３億３１，６

２３，７３０円でございます。

流動資産は現金預金１億７５，８３１，４１４円、未収金１１，２２３，７３６円、貯

蔵品２，４５３，２１４円で、流動資産合計は１億８９，５０８，３６４円でございます。

資産合計は１５億２１，１３２，０９４円でございます。

負債の部については、固定負債合計は２億９４，５３３，１７４円、流動負債合計は３

３，４３０，５５７円、繰延収益合計は２億９９，９４６，９３４円で、負債合計は６億

２７，９１０，６６５円でございます。

資本の部については、資本金合計は７億９０，１６１，２９９円、剰余金の資本剰余金



令和元年美浜町議会第３回定例会（第５日）

１７２

は３２，２３５，２１４円、利益剰余金は７０，８２４，９１６円、剰余金合計は１億３，

０６０，１３０円で、資本合計は８億９３，２２１，４２９円でございます。

資産合計と負債・資本合計がそれぞれ１５億２１，１３２，０９４円で貸借が一致する

ものでございます。

次に、１１ページ、１２ページの議会議決事項については、予算議決等９件でございま

す。

工事概要については、施設改良費７件でございます。

次に、１３ページ、１４ページの業務量については、給水戸数は３，７６４戸、年間配

水量は８９万６，７５７㎥、年間有収水量は８４万５，８０３㎥、有収率は９４．３２％

でございます。

事業収益及び事業費用に関する事項については、税抜き表示となってございます。

事業収益合計は、前年度と比較して４５２，５７６円の減額、事業費用合計は、前年度

と比較して５，６６８，７５７円の減額でございます。

企業債については、企業債前年度末残高３億５０，６８２，６６９円で、本年度借入額

はなく、２８，０１８，０９９円を償還いたしましたので、本年度末残高は３億２２，６

６４，５７０円でございます。

一時借入金についてはございません。

次に、１５ページから１８ページの収益費用の明細については、損益計算書の資料でご

ざいます。

次に、１９ページ、２０ページの固定資産明細書については、資産の増減をあらわした

ものでございます。

年度当初の現在高は２７億４，７９９，０４６円、当年度増加額は３７，６６４，７００

円、当年度減少額は２８，２４６，５６５円、年度末現在高は２７億１４，２１７，１８

１円でございます。減価償却累計額の当年度増加額は５３，６６２，０４４円、当年度減

少額は４，０９４，１９０円、累計額は１３億８２，５９３，４５１円でございます。

年度末現在高から減価償却累計額を差し引きますと、年度末償却未済額は１３億３１，

６２３，７３０円でございます。

次に、２１ページの起債台帳については、未償還元金は３億２２，６６４，５７０円で

ございます。

次に、２２ページのキャッシュ・フロー計算書については、資金期末残高は１億７５，

８３１，４１４円でございます。

次に、２３ページの注記については、重要な会計方針に係る事項でございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 特段どうこうというようなのではないですが、まず触れておきたい

のは有収率、数年前よりは若干下がってはいるようですが、いずれにしても九十四、五％
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と、近隣に比べるとかなり高い数字だとの認識なので、ここは、課長がより一層注意をさ

れて今後も上昇に努められていくという理解をしておりますので、それはそれとして、聞

きたかったのは、平成３０年、台風２０、２１、２４かな、大変でした。私のところも３

日ぐらい停電のうち、がしかし、最初のころ思ったのは、どういうわけか水はずっと出て

いると。当時ただの住民でしたので、なぜかと思いましたが、後々聞くと、大変な努力、

活動をしていただいて美浜町は水が出ていたと。私のすぐ裏は日高町さんですので、かな

りちょっと優越感を持った次第でありましたけれども、それは結果的には綱渡り的に何と

かいっていたようなふうにも聞いたんですけれども、今後そういうことがあったときのた

めの十分な資機材、例えば固定の箇所箇所によるところへの発電機の展開であるのか、移

動式の云々であるのか、これはもう上下水道課単独で考えることではないのだろうかもし

れませんが、その辺、この決算をするに当たって何かお考えされたのか。それと、どうし

ても昨年の頑張りに触れたかったもので、その辺何かありましたらお願いします。

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。

どうもお褒めいただいてありがとうございます。

昨年度の台風によって長期停電ということで、おっしゃるような格好で美浜町も長く停

電しまして、各施設、１５年ぐらい前からですか、発電機がない場所については導入した

りとか、かなり年数がたっている部分については更新とかというふうに水道事業ではして

いた状態で、施設の備え的には整っていたというのが現状でございます。

ただ、ちょっと長期の停電になりましたので、やっぱり発電機も常用じゃなくて非常用

という考え方で据えておりますので、特に、おっしゃられるように三尾地区のほうは長期

の停電になりまして、発電機のほうもちょっとふぐあいを起こしたのが事実でございます。

ただ、いろんな業者さんの協力を得たことによって故障の復旧がかなり早くできたとい

うのは事実でございまして、それに対応するために、上下水道課でございますので、下水

のほうも、ポンプマンホールとかという部分については、長期停電に備えて発電機をリー

ス、この間のお盆の台風でも、念のため２台ほどリースはしていたんですけれども、三尾

地区に限ってですけれども、それを転用できるだけのキロ数のやつがリースできますので、

それをもって対応したいというふうに考えています。

あと、取水施設とかという部分については、昔、内水の対策でミニ級の発電機というの

は役場で持っていまして、その辺もちょっとお借りして、今現在そういう対応でしていき

ます。

浄水場については、かなりちょっと容量が大きいんで、整備点検を小まめにして、そう

いう状態が起こらないように、早期に停電が復旧できるのを祈ってということで考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。
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○７番（谷進介君） しっかりとしたご答弁をいただきましたので、安心しているところ

であるが、やはり僕の受けているのは、それでも不十分なところはあるという理解で、大

きな容量のところとか、その辺になりますと左側の人に聞いたらいいのかな。何かその辺

を総合的に、やはりライフラインの一番根幹でしょう、ガスは皆さんこの辺プロパンなん

であれですけれども電気、水道というのは、だから、美浜町は前回はうまくいった。今千

葉県あたりは、ニュース見ると大変な話なので、そこからその質問をするとあれですけれ

ども、ひとつ水道課と、今回はこの決算についてですので、ここの費目、事業について十

二分に配慮するというお考えはないんですか。それだけお聞かせください。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。

私も就任してから、やはりライフライン、関電の方ともお会いして、こういう事態が起

きたら早急にということでお願いもしております。

水道につきましても、上下水道課につきましてもそのように考えておりますので、今後

ともまたよろしくお願いいたします。

○議長（谷重幸君） いいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

この剰余金の処分及び決算を認定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、認定第７号 平成３０年度美浜町水道

事業会計剰余金の処分及び決算については認定することに決定しました。

日程第７ 選挙第１号 選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙についてを議題としま

す。

選挙管理委員長からの依頼書を事務局長から報告します。

○事務局長（井田時夫君） 報告します。

日美選第３５号。令和元年９月２日。美浜町議会議長、谷重幸様。美浜町選挙管理委員

会委員長、寄住敏和。

選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙を行うべき事由の発生について。

令和元年１０月１０日をもって美浜町選挙管理委員会委員及び同補充員の任期が満了し

ますので選挙を行われたく、地方自治法第１８２条第８項の規定により通知いたします。

以上です。

○議長（谷重幸君） 本件、直ちに選挙を行います。



令和元年美浜町議会第３回定例会（第５日）

１７５

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思います。ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。

お諮りします。

指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。

選挙管理委員会委員には、田端正幸君、松下雅美君、竿本和也君、西龍彦君、以上の方

を指名します。

お諮りします。

ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員会委員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました田端正幸

君、松下雅美君、竿本和也君、西龍彦君、以上の方が選挙管理委員会委員に当選されまし

た。

続いて、選挙管理委員会委員補充員の指名を行います。

第１順位、平畑芳樹君、第２順位、武内勇一君、第３順位、糸巻孝次君、第４順位、平

井佳代子君、以上の方を指名します。

お諮りします。

ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員会委員補充員の当選人と定めることにご

異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました第１順位

平畑芳樹君、第２順位、武内勇一君、第３順位、糸巻孝次君、第４順位、平井佳代子君、

以上の方が順序のとおり選挙管理委員会委員補充員に当選されました。

日程第８ 議員派遣の件についてを議題とします。

お諮りします。

議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び美浜町会議規則第１２８

条の規定によって、お手元に配付しています議員派遣の件のとおり決定することにご異議

ありませんか。

○議員 「異議なし」
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○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、お手

元に配付しています議員派遣の件のとおり決定しました。

しばらく休憩します。

午前十時五十九分休憩

―――・―――
午前十一時〇〇分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

お諮りします。

ただいま各委員長から委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出されま

した。

これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及び

調査についてを日程に追加し、日程第９として議題とすることに決定しました。

追加日程第９ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。

各委員長から、目下委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５条

の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申し

出があります。

お諮りします。

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありま

せんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。

次に、古屋教育長は今月末で退職されることになっております。退職に当たって一言ご

挨拶申し上げたいとのことであります。教育長。

○教育長（古屋修君） 失礼します。

ただいま議長のお許しをいただきましたが、本会議の大切なお時間に退任のご挨拶をさ

せていただくことに対しまして心から感謝を申し上げます。

教育長として６年の任期の間、議会議員の皆様、そして町職員の皆様には大変なご協力、

ご支援をいただきありがとうございました。私なりに尽くしてきたつもりですが、何かと

不十分な点、あるいはご迷惑をおかけした点もあったかと思います。その点につきまして

は、どうかご容赦をお願いをいたしたいと思います。

さて、社会情勢を見渡せば、まだまだ新たな課題が町行政にも、また教育行政にも持ち

上がってくることと思います。特に教育界は今大きく変わろうとしています。制度として

は、学校運営協議会を各学校に設置いたしました。つまりコミュニティ・スクールが始ま
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りましたし、教育内容では小学校から英語教育が始まり、また社会の要請を受けてプログ

ラミング教育が取り入れられるようにもなりました。

そうした状況の中、議会議員の皆様におかれましても、また、町職員の方々も、ともに

一体となって課題への対応にお取り組みいただけますようお願いをいたしますとともに、

皆様のご活躍をお祈りいたしております。

なお、私の後任の方に対しましても、私同様、いや、私以上のご支持、ご支援をいただ

けますようお願いをいたしたいと思います。

終わりに、美浜町の発展と子どもたちの幸せを祈念いたしまして、まことに簡単ですが、

退任に当たってのご挨拶とさせていただきます。

皆さん、大変お世話になりありがとうございました。

（場内拍手）

○議長（谷重幸君） これで本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。

令和元年美浜町議会第３回定例会を閉会します。

午前十一時〇五分閉会

お疲れさまでした。


